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３０年以上にわたって保管されてきたＰＣＢ廃棄

物の安全・確実な処理を行います。
東京ＰＣＢ廃棄物処理施設では、埼玉県・千葉県・

東京都・神奈川県のＰＣＢ廃棄物を処理します。

ＪＥＳＣＯは国の監督のもと、
ＰＣＢ廃棄物の処理を
行う機関です。

全国５事業所で､ＰＣＢ廃棄物の処理を行います。

事業実施場所:東京都江東区青梅二丁目地先

　　　　　　 (中央防波堤内側埋立地内）

処 理 能 力:ＰＣＢ分解量　２トン／日

処理対象物:高圧トランス、高圧コンデンサ、安定器等　

　　　　　柱状トランスの絶縁油(東京都内分)

処理開始予定:平成１７年１１月

構　　　 造:鉄骨造地上５階建

　　　　　　建築面積　約１３，０００㎡

　　　　　　延床面積　約３７，０００㎡

東京ＰＣＢ廃棄物処理施設は､国が定めたＰＣＢ廃棄物処理基本計画に基づき､東京都
江東区青海二丁目地先に建設されました。処理能力は、ＰＣＢ分解量にして１日約２
トン。処理対象地域一都三県に保管されているＰＣＢ廃棄物の､安全確実な処理を行
います。操業開始は平成１７年１１月を予定しています。処理対象廃棄物は､高圧トラ
ンス･高圧コンデンサ､安定器等及び柱上トランスの絶縁油です。

日本環境安全事業株式会社(ＪＥＳＣＯ)は、国民の皆さまが安心して暮らせる環境を保
全することを目的として、国の監督のもとＰＣＢ廃棄物の処理を行うため、旧環境事業
団のＰＣＢ廃棄物処理事業等を継承して、平成１６年４月１日に１００％政府出資によ
り設立されました。
所和４９年に製造や新たな使用が禁止されて以来、ＰＣＢ廃棄物は約３０年にも及ぶ長
期保管を余儀なくされてきましたが、平成１３年に「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適
正な処理の推進に関する特別措置法」が制定され、ＰＣＢ廃棄物の保管事業者は平成
２８年までに処理することが義務づけられました。
日本環境安全事業株式会社では、国の監督と施設立地自治体の指導・監督のもと、全
国５カ所に処理施設を設置し、全国で保管されているＰＣＢ廃棄物の処理を行います。
処理の実施にあたっては、安全・確実な処理を優先に考えます。また、ＰＣＢ廃棄物処
理事業に関する情報を積極的に公開します。
わたしたちは、ＰＣＢ廃棄物保管事業差及び国民の皆さまのご協力と理解をいただき、
安全・確実にＰＣＢ廃棄物処理事業を行うことにより、国民の皆さまが安心して暮らせ
る環境の保全と創造に全力を尽くしてまいります。

各事業所ごとの処理事業対象地域は､国の定めるＰＣＢ廃棄物処理基本計画に基づき､次のように決められています。

大阪事業

豊田事業

東京事業北九州事業

北海道事業

北海道室蘭市仲町

事業対象予定地域

操業予定:Ｈ18.10以降の早い時期

愛知県豊田市細谷町三丁目

操業予定:Ｈ17.9

大阪府大阪市此花区北港白津二丁目

操業予定:Ｈ18.8

東京都江東区青海二丁目地先

(中央防波堤内側埋立地内)

操業予定:Ｈ17.11

福岡県北九州市若松区響町一丁目

操業予定:Ｈ16.12(第I期施設)

＜処理対象都道府県＞
＜処理対象都道府県＞

＜処理対象都道府県＞

＜処理対象都道府県＞

＜処理対象都道府県＞

北海道･青森･岩手･宮城･秋田･山形･福島･茨城･
栃木･群馬･新潟･富山･石川･福井･山梨･長野

埼玉･千葉･東京･神奈川
鳥取･島根･岡山･広島･山口･徳島･香川･愛媛･高知･
福岡･佐賀･長崎･熊本･大分･宮崎･鹿児島･沖縄

滋賀･京都･大阪･兵庫･奈良･和歌山

岐阜･静岡･愛知･三重

　　　　:事業対象区域

●:処理施設設置場所



施設内の主要な設備、

処理工程の概要を

ご説明します。

東京ＰＣＢ廃棄物処理施設では「水熱酸化分解法」及び「脱塩素化分解法」でＰＣＢを分
解処理します。
高圧トランス・コンデンサ、安定器等から除去したＰＣＢの処理には、水熱酸化分解
設備を使用。容器等は解体・分別・洗浄処理され、鉄・銅などはリサイクルされます。
柱上トランスの絶縁油のＰＣＢ分解処理には、脱塩素化分解設備を使用します。処理
済みの油は燃料としてリサイクル、トランス容器もリサイクルされます。

処理施設では、廃棄物容器の解体・分別・洗浄処理

とPCBが含まれた液の分解処理を行います。

卒業判定

※ 用 語 説 明

・水熱酸化分解・・・・・温度約3 7 0℃、圧力2 6 . 5 M P a程度の水の高い反応性を利用し、酸素を酸化剤として、P C Bを二酸化炭素、塩化ナトリウム、水に分解。

・脱塩素化分解・・・・・アルカリ剤を利用して、約2 0 0℃、常圧で反応させ、P C Bの塩素を水素基と置換して、ビフェニル、塩化ナトリウムに分解。

・卒 業 判 定・・・・・処理物を施設外に出す際に、当該処理物がP C B廃棄物でなくなっていることを確認するために行う試験。

・ス ラ リ ー 化・・・・・液体と固体粒子との懸濁液の状態にすること。

東京ＰＣＢ廃棄物処理施設の主な設備は､　高圧トランス･高圧コンデンサ､安定器等

のＰＣＢ除去･分解処理設備　柱上トランスの絶縁油のＰＣＢ分解処理設備　これら

処理設備の安全な運転､処理の確認､排出モニタリング等を行う管理設備　ＰＣＢ処

理設備･作業を積極的に情報公開するための､見学･情報公開設備からなっています。

■高圧トランス･コンデンサ､安定器等の処理工程

■柱上トランス絶縁油の処理工程



東京ＰＣＢ廃棄物処理施設は、

多重の安全･管理対策が図られています。

排 気 対 策：集められた排気は、排気処理装置（オイルスクラバー）でクリーンにしたのち、更にセーフ

ティーネットとしての活性炭吸着装置で処理、排出しています。

漏洩防止対策：万が一にもＰＣＢが漏れ出さないよう、取扱い場所や処理機器類の下にはオイルパン（油

受けの皿）を設けています。また、建物の床面には不浸透性・耐薬品・耐摩耗性にすぐれた、耐久性のある

樹脂を多重に塗布。もしＰＣＢ油が漏洩しても、床面への浸透を防止します。これらのオイルパンや床に

は、漏洩を検出するための検知器が取付けてあります。また、施設内の空気圧力を施設外部より低くする

ことで、施設内の空気が外部に流出しないようにしています。

緊 急 時 対 策：感震装置により設定以上の地震を感知した場合、設備は自動停止します。また、施設を火

災から守るため、自動火災警報装置・粉末消火設備・消火栓設備を設置しています。

ＰＣＢ廃棄物処理施設に必要な安全対策設備には「排気対策設備」「漏洩防止対策設備」
「緊急時対策設備」があります。そしてこれらの安全対策設備を常時モニタリング・
監視する管理設備を設置。万全の安全管理体制により処理作業を行います。

漏洩防止対策

排 気 対 策

緊 急 時 対 策
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※概念図

東京ＰＣＢ廃棄物処理施設では、施設に関する資料、施設の運転に関するデータ、施設
排気のモニタリング状態等の環境に関するデータなど、ＰＣＢ処理事業に関する情報
を積極的に公開します。
施設内に情報公開ルームを設置、ＰＣＢ処理に関する情報が自由にご覧になれます。ま
た、主要な処理設備・作業工程を安全に見学するための、見学ルートを設けました。プ
レゼンテーションルームでは、施設の概要、ＰＣＢ処理の安全性などについて、分かり
やすくご紹介します。さらに、ホームページにＰＣＢ廃棄物処理に関わる情報の掲載も
行っています。

施設内に情報公開ルーム･見学ルートなど、

情報公開のための設備を設けました。

ＪＥＳＣＯの運営するＰＣＢ廃棄物処理施設は、

すべて安全・確実な管理・運転を行います。

すべてのＰＣＢ廃棄物処理施設の整備にあたっては、地域の実情に合った安全確実な
ＰＣＢ廃棄物処理が行えること、運転時の環境・安全対策が十分に施されていること、
さらに異常時にも的確な対応が可能なことなどを厳しく吟味しながら行っています。
また、排気・排水・残さが環境に影響を与えないよう、徹底した対策を講じてありま
す。

●見学ルート

主要な工程を安全に見学で
きるように計画しています。

●プレゼンテーションルーム ●情報公開ルーム
施設概要、処理の安全性な
どの情報について、わかり
やすく紹介しています。

リアルタイムで工程の運転
状況、モニタリングの状況
などを表示します。



日本環境安全事業株式会社　東京事業所

東京ＰＣＢ廃棄物処理施設

日本環境安全事業株式会社 本社

〒１３５-００６４ 東京都江東区青海二丁目地先(中央防波堤内側埋立地内)

〒１０５-００１４ 東京都港区芝１-７-１７ 住友不動産芝ビル３号館４Ｆ

ＴＥＬ ０３-5765-1911(代) 　ＦＡＸ ０３-5765-1938
＜ＰＣＢ処理事業のお問合せ：ＴＥＬ ０３-５７６５-１９１９  FAX ０３-５７６５ｰ１９４０＞

●日本環境安全事業株式会社ホームページ／www.jesconet.co.jp

●ご意見･お問合せメールアドレス／jesco@jesconet.co.jp

■交通:りんかい線｢東京テレポート｣駅より車で１５分／ゆりかもめ｢テレコムセンター｣駅より車で１０分


